
6 月 26 日(木) 
受付開始 8:30～ 
午前の部 (9:30～12:10) 
開会の辞 (9:30～9:40) 日本光学会幹事長 ～～ 〔東京農工大学〕 

 

1． 超解像顕微鏡の進展【招待講演】 (9:40～10:20) 

大阪大学 

 藤田 克昌 

従来の光学顕微鏡の空間分解能は光の波動性により制限されてきた。しかし、近年、観察対象と光との

相互作用を巧みに活用することにより、その制限を取り払うことに成功した超解像顕微鏡が多く登場し

た。本講演では、これらの超解像顕微鏡の原理を紹介し、さらに同技術の現在の開発研究、および応用

の状況について概説する。  

 

2． 多点多機能共焦点顕微鏡に向けた CMOS イメージセンサの開発 (10:20～10:40) 

静岡大学 1), 北海道大学 2) 
○香川 景一郎 1)，徐珉雄 1)，山本 条太郎 2)， 西岡 優起 1)，高澤 大志 1)， 張博 1)，Siva Kumar1)， 安富 

啓太 1)，金城 政孝 2), 川人 祥二 1) 

CMOS イメージセンサは CCD と異なり，画素内，カラム，周辺に様々な回路を集積し，センサに機能

性を与えることができる．本発表では，蛍光寿命計測，蛍光相関分光法を適用した多点共焦点顕微鏡の

ための CMOS イメージセンサの原理・構成と，今までに試作したセンサチップを利用した顕微鏡プロト

タイプによる実験結果を示す．  

 

3． ベント光ファイバーを備えたレーザー共焦点顕微鏡によるミトコンドリアの力学特性と活性状態の同

時計測 (10:40～11:00) 

東京農工大学 
○李 永波，本田 諭志，岩見 健太郎，太田 善弘，吉松 大輝，梅田 倫弘 

細胞への外力は細胞骨格を通してミトコンドリアの挙動に影響することが報告されている．しかし，ミ

トコンドリアへの外力とその生理応答の関係は全く明らかにされていない．本研究では，ミトコンドリ

アの力学特性と生理応答を同時に計測するために，ベント光ファイバを備えた共焦点レーザー顕微鏡を

開発した．その原理及び計測結果について報告する．  

 

 

─ 休憩 (11:00～11:20) ─ 

 

 



4． 液晶偏光 GRIN レンズを用いた FINCH 顕微鏡 (11:20～11:40) 

シチズンホールディングス（株）開発部 1)，Dept. of Electrical and Computer Engineering, Ben-Gurion 

Univ.2)，Dept. of Biomedical Engineering, Johns Hopkins Univ.3) 
○橋本 信幸 1)，栗原 誠 1)，松本 健志 1)，横山 正史 1)，田辺 綾乃 1)， 

Nisan Siegel2,3)，Joseph Rosen2,3)，Gary Brooker3) 

液晶偏光GRINレンズを用いたフレネルインコヒーレント自己相関ホログラフィ顕微鏡とその蛍光観察

について報告する。対物レンズを通して蛍光励起された試料は再び対物レンズを通り更に液晶偏光レン

ズにより P 及び S 偏光でその虚像位置がずれる。そして偏光干渉により撮像素子でホログラムが記録さ

れる。  

 

5． 複素振幅型ディジタル超解像顕微鏡法を用いたナノ構造推定 (11:40～12:00) 

宇都宮大学オプティクス教育研究センター 
○石川 慎二，早崎 芳夫 

我々は，回折限界以下のナノ構造の推定を，既知のナノ構造の複素振幅像を学習したデータベースとの

パターンマッチングにより実現し，複素振幅型ディジタル超解像顕微鏡法 ( DiSRIM:digital 

super-resolution interference microscopy )と呼び，提案している．本稿では，単一ナノ構造の形状や位

置の推定について，FDTD 法によるシミュレーションを用いて検証する．  

 

 

─ 展示企業告知 (12:00～12:10) ─ 

 

─ 昼食 (12:10～13:10) ─ 

 

 

 

 

 



午後の部 (13:10～17:50) 

6． Cruising inside Xs【招待講演】 (13:10～13:50) 

（独）理化学研究所 

宮脇 敦史 

We aim at pursuing the true nature of something flexible about cells with a breadth of vision. We 

attempt to grasp the meaning of a cell which automatically controls the ratio of output (reaction) to 

input (stimulation).  

 

7． ワンショット可視分光 SD-OCT の開発とヒト肌の in situ 観察 (13:50～14:10) 

富士フイルム（株） R&D 統括本部 解析技術センター 
○平山 平二郎，中村 崇市郎 

医薬品や化粧品の開発において、肌内部を非破壊で可視化することは重要である。皮膚は角質、表皮、

真皮で構成され、表皮中のメラニン、真皮中のヘモグロビンは分光学的な特徴を有する。そこで、稼動

部を持たず白色光源を分光整形して使用する方式のスペクトルドメイン（SD）型の OCT の開発を行っ

た。まず赤色の光で深さ分解能 4mm で実際のヒト肌の断層画像を観察できることを確認した。当日は他

の色の結果についても示す。  

 

8． 可視光ＯＣＴによる化粧肌の新しい評価 (14:10～14:30) 

東京農工大学工学研究院生物システム応用科学府 

岩井 俊昭 

ファンデーションと皮膚表層の深さ方向の光の伝搬に起因する光学特性を定量的に評価する方法とし

て，我々が開発した RGB3 色の LED 光源を使用した新しい OCT を導入する．本研究では，ヒト皮膚

表面の凹凸構造を転写した皮膚レプリカおよび皮膚レプリカにファンデーションを施した化粧肌のトモ

グラフィック分光計測を行い，化粧剤と皮膚の層構造における光伝搬と拡散反射光との関係，表面形状，

ならびに剤塗布量の定量計測の成果を報告する．  

 

 

─ 休憩 (14:30～14:50) ─ 

 

 



9． RGB カメラを用いた血管運動と容積脈波の同時イメージング (14:50～15:10) 

東京農工大学大学院生物システム応用科学府 1)，山形大学大学院理工学研究科 2)，室蘭工業大学大学院工学

研究科もの創造系領域 3) 
○西舘 泉 1)，佐藤 遼太 1)，松田 諒平 1)，新関 久一 3)，相津 佳永 3) 

本研究では，ディジタルカラーカメラで連続的に計測した皮膚の RGB 画像の色彩情報を解析すること

で，皮膚微小循環の血行動態計測を行い，皮膚の血管運動と容積脈波を同時に評価する非接触イメージ

ング法について検討を行った．運動負荷実験および寒冷刺激実験から得られた，本方法の自律神経調整

機能評価への応用可能性について報告する．  

 

10． 脳組織光学特性値の in vivo 分光イメージング (15:10～15:30) 

東京農工大学大学院生物システム応用科学府 1)，防衛医科大学校防衛医学研究センター2)，山形大学大学院

理工学研究科 3) 
○吉田 慧一郎 1)，石塚 友裕 1)，西舘 泉 1)，川内 聡子 2)，佐藤 俊一 2)，佐藤 学 3)) 

近年，脳組織の光学特性値に基づき脳血行動態や組織・細胞形態を評価する試みがなされており，脳機

能障害メカニズムの解明や脳組織のバイアビリティ診断への応用が期待されている．我々は，拡散反射

分光法に基づくスペクトル解析を分光反射率画像に適用することで，露出脳表層の光散乱特性と吸収特

性の時・空間的変化をイメージングする方法について，in vivo ラット露出脳を対象に実験的な検討を

行ったので報告する．  

 

11． シクロオレフィンポリマーの分子設計と用途展開【招待講演】 (15:30～16:10) 

日本ゼオン（株） 

西岡 寛哉 

シクロオレフィンポリマーは、シクロオレフィン類をモノマーとして合成されるポリマーであり、分子

構造中に脂環構造を有するポリマーである。シクロオレフィンポリマーは非晶質であり、かつ極性基や

不飽和結合を含有しないポリマー骨格を有することから、透明性に優れるとともに、吸水性・透湿性が

低く、耐熱性に優れるといった従来のエンジニアリングプラスチックに無い領域の基本的特性を有する

ポリマーである。本講演では、シクロオレフィンポリマーの分子設計及び用途展開について紹介する。  

 

 

─ 休憩 (16:10～16:30) ─ 

 



12． アモルファスカルコゲナイド GeS2 薄膜中へのフォトドーピング効果を用いた光学素子の試作と評

価 (16:30～16:50) 

筑波技術大学 1)，東海大学 2)，東京工芸大学 3) 
○村上 佳久 1)，若木 守明 2)，渋谷 猛久 2)，新宅 敏宏 3) 

銀を堆積したアモルファスカルコゲナイ膜 GeS2 は、光学吸収端近傍の光を照射することで銀が GeS2

膜中に異常拡散し、大幅に屈折率が増加することを得ている。我々は、この効果の光学デバイスへの応

用を考え、レーザー光を用いた微細なドープパターンを試作し、そのデバイスへの応用の可能性を探る。

光学素子として、レーザー顕微鏡を用いた微小回折格子、光導波路等を試作及び評価し、各種フォトニ

ック素子への応用の可能性を検討する。  

 

13． 超短光パルスによるスピン波励起とその伝播の時空間イメージング (16:50～17:10) 

東京大学生産技術研究所 
○吉峯 功，佐藤 琢哉，志村 努 

スピン波とはスピン歳差運動が波のように伝播する現象である。われわれはポンプ・プローブ法を用い、

透過光のファラデー回転角を通して、光励起されたスピン波により発生した磁化の空間分布をカメラを用

いた 2 次元イメージングにて測定した。またこの方法を用い、従来用いられてきたプローブ光の空間スキ

ャンによる測定法では測定時間の問題から困難であったスピン波 2 次元空間分布の時間分解測定を行っ

た。 

 

14． Additive manufacturing の可能性【招待講演】 (17:10～17:50) 

東京大学生産技術研究所 

新野 俊樹 

材料を徐々に付着することによって３次元形状データを実体化する付加製造（ Additive 

Manufacturing）技術は，1989 年に商業化されたあまり新しくはない技術である．これまで，試作に携

わる製造事業者や一部のマニアにしか認知されていなかったが，2012 年半ばぐらいから 3D プリンター

という言葉がメディアに登場しはじめ，衆人の知るところとなってしまった．本講演では，この技術を

加工の一つのカテゴリーとしてとらえ，その実態と将来性について解説する．  

 

 

─ 懇親会(18:00～)─ 

シンポジウム参加者は無料です．皆様，奮ってご参加下さい． 



6 月 27 日(金) 
受付開始 8:30～ 
午前の部 (9:20～12:00) 

15． マイクロ分光素子を用いたイメージセンサの高感度化技術【招待講演】(9:20～10:00) 

パナソニック（株） 
○西脇 青児，中村 達也，鈴木 正明 

従来のイメージセンサはカラーフィルタにより分光を行うため、入射光の多くが吸収により失われてい

た。この問題を光の波の性質（導波、及び回折）を使った新しいマイクロ分光素子により解決した。こ

の素子は高屈折率透明体からなる波長サイズの板状構造で、近接場の領域で光を損失なく原色と補色に

分離できる。これをイメージセンサに適用し、解像度を維持したまま約２倍の高感度なカラー撮像に成

功した。  

 

16． 金属ナノグレーティングを用いた可視・紫外光学位相子と可変メタマテリアルへの応用 (10:00～

10:20) 

東京農工大学 
○岩見 健太郎，志村 崇，石井 美帆，梅田 倫弘 

金やアルミなどのナノ周期グレーティング構造がもつ巨大複屈折を利用した光学位相子について報告す

る。この構造ではグレーティングに垂直な方向と平行な方向の偏光で逆方向の位相変化を生じるため、

複屈折が大きく、可視光用には金を、近紫外光にはアルミを用いることでサブ波長スケールの厚みで２

分の１波長板を構成することができる。またこれを熱バイモルフ化することで製作した可変メタマテリ

アルの試作についても述べる。  

 

17． NiW 合金膜を利用した波長選択性熱輻射光源 (10:20～10:40) 

東京農工大学 
○那 順，岩見 健太郎，梅田 倫弘 

本研究では、シリコンへのマイクロマシーニングと NiW 合金の電気めっき・シリコンのロストモール

ディング技術を利用した耐熱性 NiW 合金の自立微細構造膜を製作する方法を提案する。めっき膜の作

製プロセスと構造の光学特性について評価した。製作した合金膜は 24.6at%のタングステンを含有して

おり、文献値から期待される融点は 1675℃であった。また Ge フォトダイオードを用いて熱光発電の模

擬実験を行い、放射変換効率を測定した  



 

─ 休憩 (10:40～11:00) ─ 

 

18． ランダム回折構造による白色有機ＥＬの光取り出し性能向上 (11:00～11:20) 

パナソニック（株） 
○稲田 安寿，西脇 青児，松崎 純平，平澤 拓，中村 嘉孝，橋谷 享，若林 信一，鈴木 正明 

我々は，白色有機 EL 素子から光を取り出すためにランダム性を有する回折構造を考案した．ランダム

回折構造の構造パラメータを変えることで，回折よる拡散光の広がり角と回折効率をそれぞれ独立に制

御できることを確認した．さらに，この構造を白色有機 EL 素子のガラス基板の表面に配置し，光の拡

散角度と回折効率に対する光取り出し効率と視野角に対する色差の測定を行うことで，光取り出し性能

の改善効果を系統的に調べた。  

 

19． ライトフィールドとコンピュテーショナルカメラ【招待講演】 (11:20～12:00) 

（株）東芝 

坂東 洋介 

コンピュテーショナルフォトグラフィは、従来のカメラの撮像過程をくつがえした撮像手法と信号処理

を組み合わせて従来のカメラの限界を打ち破る技術である。本技術分野の中核概念となるライトフィー

ルドについて解説し、ライトフィールドをはじめとするシーンの付加情報を取得するための特化した撮

像系を持つコンピュテーショナルカメラの事例を、付随する信号処理を含め紹介する。  

 

 

─ 昼食 (12:00～13:00) ─ 

 

 



午後の部 (13:20～17:30) 

20．【2012 年度 光みらい奨励金（コニカミノルタ科学技術振興財団賞）授与式】(13:00～13:20) 

21. 【2012 年度 光みらい若手奨励金 採択者 報告講演】  

並列位相シフトディジタルホログラフィによるその場観察のための像再生処理計算の高速化 (13:20～

13:40) 

千葉大学大学院 

角江 崇 

並列位相シフトディジタルホログラフィは，記録した 1 枚のホログラムから観察物体の複素振幅情報の

みを取得可能であるため，動的現象の高精度 3 次元動画像計測を可能にする．ホログラムの記録に超短

光パルスを用いれば，超高速現象の 3 次元計測も可能である．本発表では，並列位相シフトディジタル

ホログラフィによる超高速現象のその場観察を目指して取り組んだ，像再生計算処理の高速化について

紹介する．  

 

22． ディジタルホログラフィにおける逆フィルタ補正による画質向上 (13:40～14:00) 

関西大学システム理工学部 
○田原 樹，高橋 祐樹，新井 泰彦 

ディジタルホログラフィは，干渉縞画像を記録することにより結像光学系がなくとも 3 次元画像情報を

取得でき，計算機で 3 次元像を再生する技術である。しかしながら，干渉縞画像記録時に細かい縞を形

成する成分が撮像素子の各画素で減衰し，像再生時に画質劣化として現れる，不可避の問題がある。本

講演では，当該問題を解決するための処理方法を提案し，計算機シミュレーションと実験により効果を

確認したので報告する。  

 

23． 光架橋性高分子液晶の高度光配向制御技術を用いた回折格子液晶セルの形成 (14:00～14:20) 

長岡技術科学大学 1)，兵庫県立大学 2) 
○河合 孝太郎 1)，佐々木 友之 1)，野田 浩平 1)，川月 喜弘 2)，小野 浩司 1) 

配向膜の光学異方性が周期的に変調され、かつ厚膜方向に捻れた配向を導入した回折格子液晶セルは、

回折時における偏光変換特性などによって光伝搬を高度制御できる。本研究では、再配向方向の露光エ

ネルギー依存性を有する光架橋性高分子液晶を光配向膜として用い、偏光紫外を空セルへ一度露光する

だけの簡便な手法で種々の回折格子液晶セルを形成した。本講演では、これらの素子の形成プロセスな

らびに回折特性について報告する。  

 



24． 中間周波数形状を考慮した光線追跡シミュレーションによる光学素子加工面の評価手法 (14:20～

14:40) 

（独）理化学研究所 先端光学素子開発チーム 
○森田 晋也，山形 豊 

光学素子加工面の中間周波数形状は光学系の性能に影響することが知られているが，中間周波数形状の

高精度表現に適した形状表現手法がないためにシミュレーションによる性能評価が困難な領域となって

いる．そこで本研究では長田パッチを用いて形状計測点群から高精度表面形状モデルを構築し，さらに

高精度かつ高速な光線追跡計算を開発することによって，中間周波数形状を考慮した光線追跡シミュレ

ーションを実現した．  

 

 

─ 休憩 (14:40～15:00) ─ 

25． すばる望遠鏡用の超広視野補正光学系の開発【招待講演】 (15:00～15:40) 

キヤノン（株） 

松田 融 

日本のすばる望遠鏡は、他の巨大望遠鏡が持たない広視野な主焦点カメラを持つことにより優れた観測

成果をあげてきた。現代天文学の重要課題であるダークエネルギー等の研究には高いサーベイ観測能力

が必要なため、我々は主焦点カメラの視野角を更に３倍に拡大する超広視野カメラ「Hyper 

Suprime-Cam」用の補正光学系を開発した。この補正光学系の概要と、開発のために投入された高度な

光学技術・精密技術について紹介する。  

 

26． 軸対称波面収差最適化の理論解 (15:40～16:00) 

国立天文台，（株）清原光学 

成相恭二 

軸対称波面収差は瞳半径の偶数冪乗項の級数として表される。これをゼルニケサークル多項式で展開し

て定数項も付け加えておく。波面収差を最適化する場合の自由度 N は光学系の自由度に定数項の自由度

を加えたものである。最適化した後に残るのは 2N+2 次以上のゼルニケサークル多項式の和になる。こ

の理論解を N=2,3,4 の場合について放物面鏡を検査するヌルレンズの 数値解と比べたものを示す。  

 

 

 



27． 偏心調整用干渉計の開発 (16:00～16:20) 

（株）清原光学 
○清原 元輔, 清原 耕輔, 成相 恭二 

我々はレンズの偏心を定量的に調整する干渉計を開発した。的確なアルゴリズムの利用により振動に強

く、位相シフターを必要としない構成であり、安価で安定したシステムを構成できる。ほぼリアルタイ

ムに偏心量、偏心方向を計算し表示する。そのため、結果を見ながらの偏心調整が可能となる。  

 

 

─ 休憩 (16:20～16:40) ─ 

 

28． 半導体リソグラフィ技術者からみたフォーカス、およびその超高精度計測(16:40～17:00) 

（株）東芝 半導体研究開発センター（CSRD） 

野村 博 

The focus varies according to not only the distance between the projecting lens and the wafer, but 

also aberration in the lens and misalignment of the illumination optics. The aberration and the 

illumination errors, in particular, cause the crucial problems in the manufacture of high-end LSIs. 

The focus we have to control should be the only distance between the projecting lens and the wafer. 

We developed a method for the purpose with an accuracy of sub-nanometers.  

 

29． 車載画像処理 ～車の周囲を見る技術・見せる技術～【招待講演】(17:00～17:40) 

（株）日産自動車 

下村 倫子 

車載カメラの用途は大きく分けて二つある．一つはカメラ映像を認識し運転支援に役立てる使い方，も

う一つは映像を表示し運転手の視覚支援としての活用である．ここでは，これら二つの用途における車

載カメラの内部で行われている認識技術や映像処理技術について紹介する．また，運転支援にカメラを

活用するための光学技術に対する要求，期待についても触れる．  

 

閉会の辞 (17:40～17:50) 実行委員長 須藤 敏行〔キヤノン（株）〕 

 


